
平成 2６年度技術士第二次試験 

筆筆記記試試験験問問題題・・合合格格答答案案実実例例集集  

［［化化学学部部門門］］  

AAPPEECC--sseemmii  ＆＆  SSUUKKIIYYAAKKII 塾塾  



 
 
 
 
 

問題文と正答 
（必須科目） 
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問 題 文 
（選択科目） 

～05-1 ｾﾗﾐｯｸｽ及び無機化学製品～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～05-2 有機化学製品～ 







II-1-1 
(1) 最も原子番号の低い置換基を平面下においた時、平面に

記載された 3 つの置換基について原子番号で比較し、高い順

に辿った時、右回りになるものを R 体、左回りになるものを

S 体と表記する。（原子番号 R1 > R2 > R3） 
 
(2) 

 
 
 
 

（実際の回答は右図だが、アセトアミドをアセチルアセトアミド、4-ニトロフェニルエチル

を 4-ニトロフェニルエチルエチルと勘違いした為、左図を解答した） 
 
(3) 生体を構成するタンパク質はキラルなアミノ酸で構成されており、生理活性物質が相

互作用する場もキラルな構造をしている場合が多い。従って鏡像異性体間でも親和性

が異なり、生理活性を示す場合が多い。 
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II-1-3 
(1) ピリジンもベンゼンと同様に環状に共役する 3 つの結合を有してお

り、環内に非局在化された 6 つの電子がある（N の非共有電子対は外に

向いている）。これはヒュッケル則の 4n+2(=6)を満たすため、ピリジン

は芳香族性を有する。 
 
(2)ピリジンは電子不足系であるため、親電子置換反応に対する反応性が低く、また置換位

置もメタ(3 位)配向性となる。 
（追記…親電子置換反応は通常酸性であるため、ピリジンはプロトン化され更に反応性は

低下する） 
 
(3)脂肪族アミンの方がピリジンよりも塩基性が強い。ピリジンの非共有電子対は共役系に

一部非局在化するため、塩基性が低下する。 
（追記…理由は誤り。プロトン化された時ピリジンは sp2 混成、脂肪族アミンは sp3 混成

となり、前者の方が強い酸、すなわちピリジンの方が弱い塩基となる） 
 
(4)ピリジンの N 原子の非共有電子対が水のプロトンと相互作用するため、ピリジンはベン

ゼンよりも水溶性が高くなる。 
 
(5)ニコチン。（構造式としてニコチン酸アミドを記載するミス） 
 

N







II-2-1 
(1) この検討を進める際に事前に調査する事項 

事前調査事項としては、以下の 3 つが挙げられる。 
(1.1) 反応の妥当性・効率性 
(1.2) 反応に用いる原料のコスト・流通性・安全性・法規制 
(1.3) 反応の最適化情報 
(2) この検討を進める手順 

実際に検討を進めるにあたり以下の手順で実施する。 
(2.1) 反応ルートの確定 

求められるクライテリアと納期により、適切な反応ルートを選定する。例えば納期が短

ければ既存合成法の改良を選択し、逆に納期が十分にあれば大きな改善が見込める抜本的

な合成法の確立に着手する。 
(2.2) 反応最適化 
 集めた事前情報を用いて、各反応を最適化する。この際はコスト・流通性・安全性・法

規制を十分に考慮する。 
(2.3) 製造に向けてのスケールアップ 

再現性・安全性に留意しながら、目標スケールまでのスケールアップを行う。 
(3) この検討を実施するに当たって安全上留意するべき事項 

検討の段階により勘案すべきリスクが異なるので、状況に応じた対策をしっかり行う。 
(3.1) 部分最適化 

この段階では用いる試薬によるヒト健康影響や環境生態影響が主な懸念事項となる。も

ちろん危険な反応によるフィジカルリスクもありうるが、そのような反応は避けるべきで

ある。 
(3.2) スケールアップ 

この段階では、上記の 2 つに加えて、フィジカルリスクにより重点を置いて対策を行う

必要がある。特に発熱反応では、スケールアップにより温度制御が困難となる例も多いの

で、十分に注意して検討を行う。 
 
（注記） 

 再現回答なので、内容は概ね同じですが、恐らく文字数や空白に合わせるよう書き方が

変わっていると思います。 









 
III-1 
(1) 化学工場での事故の要因 
(1.1) 操業や管理設備に起因するもの 
(1.1.1) 想定外の状況 
 アクロレイン貯蔵庫での爆発事故においては、外部タンクで保存していたアクロレイン

が高い外気温により自己縮合し、爆発的な反応が起こった。 
(1.1.2) 反応設計ミス 

過酸を用いた製造での爆発事故では、少量スケールでは発見できなかった過酸の局所的

な滞留が爆発の原因となった。 
(1.2) 人に起因するもの 
(1.2.1) 非定常作業による混乱 

近年は需要の多様化や製品ライフサイクルの短期化により少量多品種生産が行われる事

が多くなっているが、これは作業員に混乱をもたらし事故の原因となりうる。 
(1.2.2) 作業員の教育や連携の不十分さ 

限定雇用の非正規の増加により作業員の教育や技能が不十分になったり、作業員の頻繁

な入れ替わりによる作業員間のコミニュケーションや連携が不足し、事故の未然防止や対

応において問題が生じる。 
(2) 最も重要と考える要因と実現可能な防止策 
 非正規職が増えた現在において、従業員の教育や連携の不十分さは製造に限らず全組織

的な問題であり、事故発生のみならず生産性低下にも繋がる重要な問題である。化学産業

としても全社的にこの問題に取り組む必要がある。 
 それに対する実現可能な防止策として以下の 4 つを挙げる。 
(2.1) 比較的長期の雇用（5 年） 
 多くの非正規社員が法律的な側面から 3 年をサイクルとして就労している。これを例え

ば 5 年とすれば、企業においては熟練者の確保、労働者においては生活の安定に繋がる。 
(2.2) 多めの人員確保 
 多めの人員を確保する事は、天災やアクシデントに対する備えとなる。ワークシェアリ

ングなどを活用する事で、1 個人あたりの作業量をコントロールし、作業員の労働環境を改

善する事も可能となりうる。 
(2.3) 厚生行事 
 作業員間の親睦を深め、コミニュケーションや連携を密に行える風通しの良い組織にす

る。 
(2.4) 適切なマニュアルの作成 
 適切なマニュアルを作成・活用することで、作業員への教育やアクシデントへの対応を

より効率的かつ完全なものにする。 



 
(3) 事故防止策の具体的効果とリスク 
(3.1) 厚生行事の具体的効果 

厚生行事を実施することにより期待される効果として、従業員間のコミュニケーション

を促進し、業務での連携がしやすくなる事が挙げられる。非正規雇用の増加により人的流

動性が高まった現状において、従業員間の相互理解を深める事の重要性は増していると言

える。 
(3.2) 厚生行事のリスク 
 対するリスクとしては実施する費用が挙げられる。またベネフィットの定量化が難しく、

費用対効果が測りにくい事も、厚生行事を効率的に実施する事を難しくしている原因の一

つである。 
(3.3) 厚生行事の効率的実施 
 限られたリソースで厚生行事を効率的に運用するための施策として、マネージャーの義

務の 1 つとし正式に評価する事を提案する。 
グーグルによる「優れたマネージャーの 8 つの習慣」の中に「コミュニケーションをよ

く取り、チームの意見に耳を傾ける」という項目がある。創造的かつ人的流動性が高いグ

ーグルにおいてこのような主張がなされている事は、厚生行事の有効性の傍証の 1 つとな

りうる。マネージャーが厚生行事を通して個々の性格と資質について理解を深める事は、

生産性向上や安全性確保に寄与する。 
(4)事故防止に向けた実際の運用 
 事故防止において重要な事は、多面的な安全性対策が実施されることである。厚生行事

についても作業環境管理と併用して初めて効果のあるものである。設備などのハード面と

作業マニュアルなどのシステム面において十分に安全性を確保した上で、作業員間の良い

人間関係を築き風通しの良い組織にしていく事が、事故のリスクを最小限に抑える事に繋

がる。 
 
（注釈） 
 試験後にメモを元に作成しているため、細かい文体や書き方が異なっていると思います

が、回答の趣旨は試験解答と同じです。 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～05-3 燃料及び潤滑油～ 









問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～05-4 高分子製品～ 



















 

問 題 文 
（選択科目） 

～05-5 化学装置及び設備～ 








